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公益社団法人日本糖尿病協会（所在地：東京都千代田区 理事長 清野裕（せいのゆたか／

関西電力病院 総長）がかねてから厚生労働省に要望していた、学校や保育所での糖尿病の

ある子どもに対する教職員のグルカゴン点鼻薬使用について、このほど要望が認められま

した。1 月 25 日に、こども家庭庁と文部科学省から全国の関係各所に事務連絡文書が発出

されました。 
 

■要望書の背景 

 1型糖尿病は膵β細胞の破壊によりインスリン欠乏状態となり、結果として高血糖となる

タイプの糖尿病です。2型糖尿病と比較し小児期発症の割合が高く、発症時から生涯にわた

りインスリン療法を行います。 

 インスリン投与量の調整は必ずしも容易ではなく、ときに低血糖を引き起こしてしまい

ます。小児 1型糖尿病の低血糖の発症頻度は 1000人あたり 20回/年、そのうち意識障害を

伴う重症低血糖の発症頻度は 1000 人あたり 1 回/年程度と 1）、重症低血糖の発症頻度は高

くはありませんが、重症低血糖は小児において永続的な認知機能障害をもたらす危険があ

る 2)ことより、重症低血糖は可能な限り回避する必要があります。 

 意識障害を伴う重症低血糖への治療は、救急対応として家族等による注射用グルカゴン

製剤の筋肉注射が認められていますが、非医療者にとって手技が煩雑で、また針刺し事故等

の懸念があるため、実際に実施される頻度は多くありません 3)。そのため、重症低血糖の

小児は、搬送先の医療機関に到着するまでは加療を受けられない現状にあります。 

 2020 年に承認されたグルカゴン点鼻粉末製剤（バクスミーⓇ点鼻粉末製剤 3mg）は、使

用方法が簡便で非医療者でも安全で扱いやすいデバイスです。従来の注射製剤と比較し、低

血糖からの回復に関して同等の効果が期待できる 4)だけなく、簡便性、迅速性、実施成功

率において優れていると報告されています 5）。本製剤が、学校や保育所で使用できるよう

になれば、従来よりも重症低血糖へ速やかな対応が可能となり、糖尿病の子どもたちがより

安全安心に家庭外での生活を送れることが期待できます。また糖尿病の子どもをもつ保護

者にとっても、保護者が対応できない場所で重症低血糖を起こしてしまった際の不安を大

きく軽減できます。 
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■要望実現のプロセス 

 日本糖尿病協会の要望プロセスは、以下のとおりです。 

 ・2021 年 2 月 日糖協ペイシェントサポート委員会で「グルカゴン点鼻薬の使用範囲に

関するワーキンググループ」を設定し、範囲、内容を検討 
・6 月    「グルカゴン点鼻粉末製剤の学校や保育所での教員や職員の使用を求める

要望書」を厚生労働省 大臣官房 厚生科学課に提出 
・8 月    文部科学省 初等中等教育局 健康教育・食育課、厚労省 医政局医事課の

担当官と、日糖協ペイシェントサポート委員会の委員長・委員で面談。 
        グルカゴン点鼻薬の学校での使用場面等の情報交換を行う。学校職員向

けのマニュアル案の制作を依頼される 
・9 月    日糖協で制作したマニュアル案を文科省、厚労省に提出 
・2022 年 6 月 厚労省医政局医事課より、学校での低血糖対応やグルカゴン点鼻薬の 

        具体的な投与判断や手技に関する追加質問 
        日糖協ペイシェントサポート委員会で回答を作成し、提出 
 
■要望が認められて 

要望書を提出して、理事長の清野は以下のように述べました。 

 「日本糖尿病協会は、小児糖尿病サマーキャンプを 1967年から主催するなど、小児 1型

糖尿病対策に古くから注力しています。今回の要望が受け入れられたことは、糖尿病のあ

る子どもをもつご家族の不安を軽減するものであり、病気があっても他の子と変わらな

い生活を送る可能性を大きく拡げるものとして喜ばしく思います。 

  今回は、厚生労働省と文部科学省のご理解を得て要望を認めていただきましたが、今後

は、糖尿病のある高齢者を支援する専門介護者と、救急救命に携わる救急隊の使用につい

ても継続して働きかけていく考えです。」 

 

日本糖尿病協会は、糖尿病とともに生きる人々の QOL を高めるアドボカシー活動の一環と

して、今回の要望を行いました。当協会は、糖尿病のある人が安心して治療を継続できる環

境づくりに、これからも注力して参ります。 
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バクスミー®点鼻粉末剤の使用手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人 日本糖尿病協会について 

日本糖尿病協会は、糖尿病に関する正しい知識の普及啓発と、糖尿病医療の発展に貢献す

ることにより、国民の健康増進に寄与することを目的に、1961 年（昭和 36 年）に結成され

ました。現在の会員数は、110,000 人。糖尿病のある人とその家族、医師、看護師・栄養士・

薬剤師などの医療スタッフおよび糖尿病に関心のある一般市民で構成されています。47 都

道府県糖尿病協会の下に約 1,600 の糖尿病「友の会」を置き、地域社会への糖尿病啓発活動

を通じて、糖尿病があってもいきいきと暮らすことができる社会の実現を目指しています。 
（URL：www.nittokyo.or.jp ／ facebook：www.facebook.com/nittokyo） 
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